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【2年次】研究実践中間報告  

         飯山市立東小学校 PTA 

「コロナ禍」を「コロナ可」に  ～今だからこそできること～ 

飯水 飯山市立東小学校ＰＴＡ 

コロナ禍により世界が未だ何とも言えない閉塞感に包まれている中でも、生き生きと活動し、子

どもたちの笑顔に触れられるような「コロナ可」の活動を目指したい。今後学校統合が予定されて

いる本校。この研究によって持続可能なこれからのＰＴＡ活動のヒントが得られればと願っている。 

 

１ 研究課題 

「自粛」「中止」「縮小」せざるを得ない活動が多い中、「コロナ禍」でもできる活動、「コロナ禍」

だからこそできる活動を模索していく。 

 

２ この研究課題を取り上げた趣旨 

感染症予防による生活が学校生活の中でも日常になりつつある。しかし、PTA活動等の取組につ

いてはその時々の状況により、まだまだ活動が制限されている。お互いの関わりが希薄になりつつ

あり、見通しがもてない毎日だからこそ、今できる活動に前向きに取り組んでいきたい。PTAみん

なで、学校のため、子どもたちのため、地域のためにできることを、これまでの概念にとらわれず

に、新しい感性と感覚で取り組んでいきたいと考え、本テーマに取り組んだ。 

 

３ 計画している研究・実践の内容 

⑴  家庭と地域、学校をオンラインでつなぐ「育てる会」 

「親子で発見、地域のお宝大捜索！（仮） 」（学校運営協議会の協力のもと） 

⑵  「なのはな見守り隊」による活動 

⑶  あいさつ運動 ※毎月１１日に実施 

⑷  東小わくわくクラブへの参加 ※全校による特色のあるクラブ活動 

⑸ 「ありがとう東小」活動 

   令和４年度版 子どもも大人も魅力発見 ～未来に残す地域お宝マップ作り～（仮） 

   統合準備委員会へのＰＴＡ担当参加 

 

４ 研究を推進する組織 

会長１名、副会長２名（男女各１名）、相談役（学校長）、顧問、監事、幹事  

常任委員（正副会長、各専門部長、幹事）  

評議委員（正副会長、各専門部長、各学年会長、各支部長、教職員若干名） 

各専門部（総務部〈支部長〉、教養部〈学年会長〉、厚生部〈学年副会長〉） 
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５ 現在の研究・実践の推進状況と今後の見通し 

【第１年次（令和３年度）の取組の様子】 

 ・なのはな見守り隊による下校時のパトロール活動を週１回以上実施している。パトロール時に

は子どもたちに挨拶や声掛けをし、お互いに顔見知りになるように心がけている。 

 ・地域・家庭・学校をオンラインでつなぎ、オンラインで「育てる会」を行った。地域やPTAか

らは瑞穂の歴史や東小設立の経緯と地域の願いを伝えていただき、子どもたちからは瑞穂地区

のことをクイズ形式で出題し、地域のよさを伝え合った。 

 

【第２年次（令和４年度）の取組の様子】 

 ・学校教育と有機的に結びついたPTAによるプール清掃 

   ５月２７日（金）に行ったプール清掃では、平日の１５：００～の時間にも関わらず、実に

８７．５％ものご協力をいただき、プール壁・底面磨き、プールサイド、シャワー底面、トイ

レ、更衣室など、丁寧に清掃が行われた。当初計画していた時間は２時間程度であったが、多

くの参加者が自発的に取り組んでいただいた為、早目に終了できた。 

   当日は、児童も同時刻に授業でプール脇にある畑作業を行っていたため、そこからＰＴＡの

活動を目の当たりにすることができた。プール清掃の様子をじっと見つめる子どもたちの後ろ

姿。声を掛けてみると「私たちのために頑張ってくれてうれしい」「プール頑張りたいと思っ

た」などの感想が次々と聞かれた。また、職員からは「リゾートのようなプールになった」「例

年にも増してきれいになった。ＰＴＡの皆さんに感謝です」などの声があった。 

   普段は縁の下の力持ちのＰＴＡ活動が多い中で、汗をかいて自分たちのために一生懸命に取

り組んでいる大人の姿を子どもたちが見ることができたのは、大変意義のあることだったよう

に感じる。 

 ・「育てる会」の実践 

  ７月１日（金）は「育てる会」が行われた。例年は学校のランチルームに集まって、大人と一

緒に体を動かしたり、瑞穂地区のよさを語り合ったり、地域の著名な方の話を聞いたりして活

動を深めてきた会であったが、昨年度は「コロナ禍でもできる方法を」ということで、オンラ

インで各家庭を結んで行った。今年度も感染症対策の観点から、オンラインでの開催とし、学

校運営協議会の皆様からの貴重なご意見を伺いながら、「親子で発見、地域のお宝大捜索！」の

テーマのもとで取り組んだ。 

 ・東小わくわくクラブへの参加・協力 ※今後感染症の状況に応じて計画的に運営していく。 

・統廃合に向けて「ありがとう東小」活動の立ち上げ 

  ※今後検討（統合準備委員会にはPTA組織としてすでに参加が始まっている） 


